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法人の概要 

 

1．建学の精神 

『佛心尽障』 
  知恵と慈しみの心をもって障がいを有する人々の心身を広く支える｣を意味する『佛心尽

障』は、昭和 57 年 4 月の専門学校愛知医療学院開校から現在まで、建学の精神として脈々と

受け継がれています。 

 

2．学校法人の沿革 

表 1 沿革 

年 月 内 容 

昭和57年3月 学校法人佑愛学園 設立認可 

昭和57年4月 専門学校愛知医療学院 理学療法学科設置 （入学定員30名） 

平成 6年4月   
専門学校愛知医療学院 作業療法学科設置 （入学定員40名） 

   同       理学療法学科定員増（入学定員40名） 

平成 9 年4月  日本福祉建築専門学校 福祉建築学科設置 （入学定員80名）  

平成16年3月  同        閉校    

平成20年４月 愛知医療学院短期大学 リハビリテーション学科設置 

平成22年3月   専門学校愛知医療学院閉校 

平成22年4月 愛知医療学院短期大学 専攻科リハビリテーション科学専攻設置 

平成26年6月 
愛知医療学院短期大学附属 

ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンター設置 

令和2年4月 愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこども園設置  

令和6年4月 愛知医療学院大学 リハビリテーション学部設置 

令和7年3月 
愛知医療学院短期大学附属 

ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンター廃止 

 

3．設置する学校・学科など（令和 6年 4月 1日現在） 

（1）愛知医療学院大学 リハビリテーション学部   愛知県清須市一場519番地 

（2）愛知医療学院短期大学 リハビリテーション学科・専攻科リハビリテーション科学専攻  

愛知県清須市一場519番地 

（3）愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこども園（幼保連携型認定こども園） 愛知県清須市一場558番地2 

 

4. 収益事業（令和6年4月1日現在） 

（1）医療・福祉業 愛知医療学院短期大学附属ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンター 

愛知県清須市一場518番地  
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5.法人の組織図（令和 6年 4月 1日現在） 
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6．学校・学科等の学生数の状況 

表 2 学生数の状況                        （令和 6年 5月 1日現在） 

学校等 区分 
入学 

定員 
入学者数 

収容 

定員 
現員数 

愛知医療 

学院大学 

リハビリテーション学部リハビリテー 

ション学科理学療法学専攻 
45 50 45 50 

リハビリテーション学部リハビリテー

ション学科作業療法学専攻 
35 33 35 33 

計 80 83 80 83 

愛知医療学

院短期大学 

リハビリテーション学科理学療法学 

専攻 
- - 80 82 

リハビリテーション学科作業療法学専

攻 
- - 80 38 

専攻科リハビリテーション科学専攻 10 5 10 5 

計 10 5 170 125 

附属ゆうあ

いこども園 

0歳児   10 3 

1歳児   10 12 

2歳児   10 11 

3歳児   35 36 

4歳児   35 35 

5歳児   35 35 

計   135 132 

 

表 3 収容定員充足率                      （令和 6年 5月 1日現在）単位：倍 

学校等 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

愛知医療学院大学 - - - - 1.03 

愛知医療学院短期大学 

（専攻科を除く） 
1.09 1.10 0.94 0.86 0.75 

附属ゆうあいこども園 0.83 0.83 0.90 0.98 0.98 
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6．役員の概要  定数 理事 7名・監事 2名・評議員 15名 

 

表4 理事・監事                   （任期：令和4年6月22日～令和8年6月21日）               

区分 氏名 常勤・非常勤の別 摘要 

理事長 丹羽 治一 常 勤 
昭和57年 4月 

平成 2年 3月 

理事就任 

理事長就任 

常務理事 横尾 和久 常 勤 令和 5年 ４月 理事就任 

理 事 小川由美子 常 勤 平成26年 6月 理事就任 

理 事 田原 靖子 常 勤 
令和 2年 4月 

令和 6年 5月 

理事就任 

同 辞任 

理 事 横井  清 常 勤 令和 3年  4月 理事就任 

理 事 中島 俊朗 非常勤 

昭和57年 4月 

平成10年 5月 

平成17年 5月 

理事就任 

理事辞任 

理事就任 

理 事 和田 典之 非常勤 平成30年 6月 理事就任 

理 事 岩船 徹雄 非常勤 令和 6年 6月 理事就任 

監 事 早稲田智大 非常勤 令和 4年 4月 監事就任 

監 事 式庄 憲二 非常勤 
平成26年 6月 

令和 6年 5月 

監事就任 

監事辞任 

監 事 寺田 志郎 非常勤 令和 6年 6月     監事就任 

 

表 5 評議員                    （任期：令和4年6月22日～令和8年6月21日）                 

氏名 主な現職など 

丹羽 治一 学校法人佑愛学園理事長      

横尾 和久 学校法人佑愛学園理事・愛知医療学院大学・同短期大学学長 

中島 俊朗 学校法人佑愛学園理事・味美中島歯科医院 

小川由美子 学校法人佑愛学園理事・法人本部長 

和田 典之 学校法人佑愛学園理事・株式会社和田製作所代表取締役 

田原 靖子 学校法人佑愛学園理事・愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこども園園長 

横井 清 
学校法人佑愛学園理事・ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンタ

ー院長 

岡田  久 公立陶生病院中央リハビリテーション部 

寺田 志郎 元高等学校校長（令和6年5月評議員辞任） 

片岡 寿雄 岩倉病院リハビリテーションセンター部長 

阪井 義孝 阪井義孝公認会計士事務所所長 

林  由恵 五条川リハビリテーション病院 

杉田 貴信 社会保険労務士法人杉田事務所代表社員 

加藤 真弓 愛知医療学院大学学部長 

山田 和政 愛知医療学院大学副学長 
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牧  謙治 
愛知医療学院大学入学企画運営・広報課・元高等学校校長（令和6年6月評議員

就任） 

 

7．職員の概要 

表6 教職員数                         令和6年5月1日現在（単位：人） 

区 分 法人本部 
愛知医療

学院大学 

愛知 

医療学院 

短期大学 

附属 

ゆうあい

こども園 

合 計 

教員 

本務 

学長（園長） 0 1 大学学長

兼務 

1 2 

副学長 0 1 大学副学

長兼務 

0 1 

教授（保育教諭含

む） 

0 7 0 11 18 

准教授 0 4 3 - 7 

講師 0 2 4 - 6 

助教 0 0 4 - 4 

助手 0 0 0 - 0 

本務教員合計 0 15 11 12 38 

兼務 
非常勤講師 0 25 33 15 

 

73 

職員 
本務 3 7 5 1 16 

兼務 3 7 0 5 15 

合 計 6 54 49 33 142 

 

表7 収益事業 

(愛知医療学院短期大学附属ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンター職員) 

令和6年5月1日現在（単位：人） 

職 種 専任 兼任 計 

医 師 1 2 3 

看護師 2 1 3 

理学療法士 3 3 6 

作業療法士 2 1 3 

介護福祉士 0 2 2 

受付・請求事務 1 2 3 

リハビリ助手・運転手 0 3 3 

合 計 9 14 23 
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事業の概要 

 

1.理事会の開催 

令和6年度理事会の開催状況、議事内容は以下のとおりである。 

 

中略 

 

2.評議員会の開催 

 

 中略 

令和6年度評議員会の開催状況、議事内容は以下のとおりである。 

 

3.監事の職務執行状況 

 

表10 令和6年度監事の職務 

職務内容 実施時期 職務執行状況 

理事の監査 理事会・評議員会への

出席 

（表8・9参照） 

 

①理事会・評議員会等に出席し、審議経過及びその

結果を確認し、理事長を含む理事の業務執行につい

て監査した。 

②理事会・評議員会で監事意見を述べた。 

③理事会・評議員会議事録を確認し、署名した。 

業務の監査 

公認会計士との連携 

令和7年 5月16日 ①業務状況の監査  

・法人本部・大学・短大・こども園・収益事業の管

理職より事業報告書に基づいて報告を受けた。 

・学内会議（教授会・教学関連委員会他）議事録、

紀要等関連資料の確認。 

②財務状況の監査 

・担当者から決算状況の聴取及び書面監査 

・公認会計士から監査報告を受け、情報共有した 

 

4.法人全体の取り組み 

[1] 第 4期中期計画（令和 6～10年度）の推進 

第 4期中期計画は、18歳人口の減少、人生 100年時代の到来、SDGSの推進等、本法人を取り巻くさ

まざまな環境の変化に柔軟に対応しつつ、これまで培ってきた理学療法士・作業療法士教育の伝統を継

承し、建学の精神「佛心尽障」に則った教育・研究の質の向上を目指すことを目的に策定しました。 
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第 4期中期計画骨子 

愛知医療学院大学、附属ゆうあいこども園が、これからも地域社会から支持されるため 

の第 4期中期計画とする。法人の将来構想を明確にし、教職員、理事全員で、将来に向か 

って邁進する。 

  1.愛知医療学院大学設置構想の確実な履行 

  2.清須市立保育園の民営化等の状況を鑑みて、こども園新設の検討 

  3.病児保育施設の設置（目標：2025年度） 

  4.大学院の設置（目標：2028年度） 

  5.収益事業部門の廃止に向けた対応 

  6.法人の将来構想に関する検討・協議 

   

 

5.第 4期中期計画・令和 6年度事業計画に基づく事業の進捗 

令和 7年 3月 25日開催の理事会において中期計画を見直し、上記に掲げる 6つの計画のうち、「2.清須

市立保育園の民営化等の状況を鑑みて、こども園新設を検討する」、「3.病児保育施設の設置（目標：2025

年度）」を削除することを決定しました。  

また、経営改善計画 令和6年度～10年度（5ケ年）を策定し、現状（問題点や課題等）に関する分析と

その対応策に基づいて、経営改善に向けた取り組みを推進しています。 

 

[1]令和 6年度重点施策 

1）法人全体 

4月 1日、愛知医療学院大学（以下：「本学」）を開学、開学式並びに第 1回入学式を挙行しま 

した。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 私立学校法（以下：「私学法」）の改正による寄附行為変更について、滞りなく申請し令和 7年

3月 13日に認可されました。理事・監事・評議員が一堂に会し、私学法変更についての研修会を開

催し、ガバナンス体制等について共有するとともに、理事・監事・評議員の職務や責任について確

認しました。また、「愛知医療学院大学ガバナンス・コード」を策定し、教職員で共有しました。 

 急速な少子化の進行等本法人を取り巻く環境が一層厳しさを増していく中において、理事会や評

議員会を中心に外部環境分析による問題点とその原因について共有し、まずは、教育・研究力の向

上を目指し、入学者の確保とともに退学者・留年者の削減により経営状況を健全化させること、次

に地域貢献活動を大きな柱に据え、地元清須市等との連携を深め、本学ならではの価値を明確化す

ることを定めました。 

令和 7年 3月末の収益事業部門（ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンター） 
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の閉院・廃止という厳しい決断がありました。まずは、スムーズな患者の転院や利用者の施設変更

ができるよう早期から対応を進めるとともに、職員の円満退職、異動手続き等も進めました。施設・

設備については、同年 4月より愛知医療学院大学校舎として利用できるよう対応しました。 

 

2）愛知医療学院大学・愛知医療学院短期大学の取り組み 

 大学設置計画は、令和 6 年度末の教授 2 名退職に伴い、令和 7 年 4 月からの後任人事について、 

文部科学省へ設置計画変更を申請しました。その他授業運営、学生支援、教育設備の充実等計画通 

り履行しました。 

 新たな組織体制の早期の安定稼働とともに組織力強化を目指しました。新体制により初年次教育 

をはじめ専門教育の充実や大学間連携等特色ある教育を実践してきました。中途退学・留年が課題 

でありましたが、担任・学習アドバイザー・科目担当等の尽力により、大きく減少しています。 

 学生募集については、令和 6年度に続き７年度においても入学定員以上の入学が確定していま 

す。 

 2・3年生の短期大学生に対しては、特に力を注いでいくという事業計画において、学習支援、国

家試験対策、就職支援、及び学生相談等を充実させ、卒業生の多くを理学療法士・作業療法士とし

て社会に送り出すことができました。残念ながら国家試験に合格できなかった学生に対しては、令

和 7年度の合格を目指します。国家試験の合格率は表 13のとおりです。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

3）愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこども園の取り組み 

 開園５年目となり、地域の方に随分周知されてきました。清須市内でも比較的遠方からの入園 

が増えています。 

保育教諭は、「園の全体計画」を基に「月案・週案・日案」や「保健計画・食育計画・安全計 

画」を策定し、教育及び保育を実践しています。様々な行事を通して、園児が季節を感じ、伝統

文化に触れる機会は、本園の大きな特色になっています。園児は達成感を覚えるとともに、協調

性や思いやりを育む機会となってします。愛知医療学院大学・短期大学学生との交流や、専門講

師による英語・ダンス・運動遊びをカリキュラムに取り入れ、その成果を生活発表会で披露して

います。 

安全対策を徹底し、避難訓練・引き取り訓練（保護者参加）・交通安全教室等を実施しました。 

清須市からの園地売買に関し、5年間の支払いを終え、2月に引渡しが完了しました。 

 

 

4）ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンターの取り組み 

令和 7年 3月末の収益事業部門（ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンター）の

閉院・廃止の決定に伴い、『閉院を滞りなく行う』ことに注力しました。 

デイケアセンターは令和 7年 2月 28日に営業終了し、ピーク時は 80人以上の利用者が利用して

いましたが徐々に他施設に移行し、2 月の利用者は 42 名（他施設との併用者もあり）と予想より

多くなりました。 

クリニックは令和 6 年 12 月中旬以降閉院を公表し、患者様の適切な医療機関への転院を滞りな

く進め、令和 7年 3月 21日に閉院しました。 

職員は専任職員である療法士 4名のうち 4名、看護師 2名のうち 1名が 3月末時点で就職先が未

定になっています。 

令和 6年 12月に送迎中の事故（利用者の転倒、骨折）が発生し、現在も対応を継続しています。 

 

表 11 ゆうあいリハビリクリニック・デイケアセンター損益計算書         （単位：千円） 

年度 
令和1 

（第6期） 

令和2 

（第7期） 

令和3 

（第8期） 

令和4 

（第9期） 

令和5 

（第10期） 

令和6 

（第11期） 

売上高 73,710 75,525 104,304 102,140 91,872 71，241 

当期 

純損失 
24,074 24,110 1,111 5,832 12,689 31,023 
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表12 愛知医療学院短期大学学生数経年比較 

年 度 令和1 令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 前年度比 

入学定員 80 80 80 80 80 - - 

受験者数 210 163 161 95 88 - - 

入学者 94 89 84 69 62 - - 

入学者充足

率（倍） 
1.17 1.11 1.05 0.86 0.77 - - 

収容定員 240 240 240 240 240 160 △80 

現員 250 262 265 227 208 120 △88 

収容定員充

足率（倍） 
1.04 1.09 1.10 0.94 0.86 0.75 △0.11 

専攻科入学

定員 
20 20 10 10 10 10 0 

現員 3 9 2 2 3 5 2 

専攻科定員

充足率

（倍） 

0.15 0.45 0.20 0.20 0.30 0.50 0.20 

 

愛知医療学院大学学生数 

年 度 令和6 

入学定員 80 

受験者数 152 

入学者 83 

入学者充足率（倍） 1.03 

収容定員 80 

現員 83 

収容定員充足率（倍） 1.03 

 

表13 愛知医療学院短期大学国家試験合格率（参考） 

卒業年度 理学療法学専攻 全国平均 作業療法学専攻 全国平均 

令和6年度 90.7％ 95.2％ 95.0％ 92.0％ 

令和5年度 96.7％ 95.2％ 80.0％ 91.3％ 

令和4年度 90.2％ 94.9％ 100.0％ 91.3％ 

令和3年度 92.9％ 88.1％ 97.4％ 88.7％ 

令和2年度 89.5％ 86.4％ 92.9％ 88.8％ 

令和1年度 96.2％ 86.4％ 100.0％ 87.3％ 

 

 



11 

 

事業計画の実施状況 

 

［1］法人全体 

視  点 戦略目標 評価指標・数値目標 行動計画 実施結果 

1.経 営 

 

1-1 経営基盤

の適正化 

・大学・こども園の定員充 

足率100％を目指す 
・学生・園児募集の強化 

・令和7年度入学生・入園児

について、定員を確保 

・収益事業部門の廃止へ 

の対応 

・患者・利用者の対応 

 

・職員の対応 

 

・各種届出・申請手続き 

 

・全データの保管（5年） 

・スムーズな転院や他施設

への移行の対応 

・職員対象に説明会を実施 

・就職先の紹介 他 

・閉院・廃止に伴う必要な手

続きを行った 

・保管場所を確保し、安全な

管理・保管に努めている 

 

2.人 事 

2-1 全職員の

満足度向上 

・時間外労働の削減に向 

けた課題の抽出、業務の 

効率化を推進する 

・健康経営の充実 

・職員の適正配置 

・職員へのヒアリングを通

して、問題点や課題を抽

出、課題解決に向けた検

討を行う 

・衛生委員会、健康経営管

理室の連携による健康経

営の実現 

 

・配置人数や配属場所等

適正配置を進める 

・時間外労働の多い職員へ

のヒアリング等を実施して

きたが、課題解決に繋がっ

ていない 

・健康経営管理室を中心と

した健康経営事業の推進に

努めた（「4.健康経営管理

室」を参照） 

・昇進、異動等の実施 

2-2人事施策 ・新教学体制の確立 

・新規採用他手続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新教学組織の早期確立 

教職員の募集・採用・退職等

手続き 

・専任職員採用4名 

・パート職員採用6名 

・退職21名 

・産休・育休5名 

・育休復職1名 

・時短勤務3名 

・夜間留守番業務職員の直

接雇用2名 

・新体制による運用を開始

①組織的な教育活動 

②教授会・拡大教授会 

③部局長会議の新設 
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・教職員人事評価の再開 ・評価内容を再検討する 

・教員の活動目標申告書・活

動実績報告を導入 

・職員は、令和7年度より活

動目標申告書・活動実績報

告の導入予定 

3.ガバナン

ス強化 

3-1 理事機能

の強化 
・理事機能の強化を図る 

・理事を一部見直し、外部

理事の増員 

・理事1名交代 

 

3-2 ガバナン

スコードのチ

ェック 

・ガバナンスコードの確

認 

・ガバナンスコードの遵

守状況について確認する 

・ガバナンスコードを策定

し、教職員間で共有した。遵

守状況は、令和7年度に確

認予定 

・役員・評議員を対象に、私

学法改正に関する研修会開

催 

4.健康経営

管理室 

4-1学生・職員

の健康維持・増

進 

・健康診断・ストレスチェ

ックの実施 
- 

・健康診断・ストレスチェッ

クの実施（年1回） 

①産業医による有所見者に

対しての生活上のアドバイ

ス 

②健康イベントの開催 

③高ストレス者に対し面談

の実施（産業医もしくは公

認心理師） 

④健康情報の提供（ワンポ

イントアドバイスなど） 

・メンタルヘルス不調者の

早期発見 

①相談窓口の設置・周知 

②公認心理師による面談

の促し 

③時間外労働の把握（衛生

委員会にて） 

4-2  3. 健康

経営優良法人

の取得 

- - 

・対応済 

5.大学院設

置計画 

5-1 大学院設

置ＷＧを設置 
設置計画の検討を始める ・ＷＧの開催 

・2回開催 

①設置認可申請スケジュー

ルの確認 

②他大学院情報収集 他 
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【愛知医療学院大学・愛知医療学院短期大学】 

視  点 戦略目標 評価指標・数値目標 行動計画 実施計画 

4.愛知医療

学院大学設

置計画の履

行 

4-1 施設設備

整備 

・大学設置計画に基づく

施設設備整備を滞りなく

進める 

・施設の整備 

 

 

 

・購入予定教具等の購入 

他 

・収益事業部門の施設を校

舎に変更するための用途

変更手続き、引っ越し作業、

無線ＬＡＮ工事 他 

・設備整備状況 

①超音波画像診断装置 

 13,200千円 

②バイオデックスシステム 

 15,994千円 

③教室AV機器 

 2,079千円 

④教室用テーブル・椅子 

1,978千円 他 

4-2教育・学

生支援 

・教育体制、学生支援体制

を強化する 

・学習アドバイザー制に加

えて学年担任制の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

・初年次教育の充実 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・委員会組織の見直し（IR

・4月～学年担任制を導入 

・保護者会の開催（8/24） 

（全体会・クラス別・個別相

談） 

※理学療法学専攻1年退学

者 4 名（8.0％）・留年者 3

名（6.0％） 

※作業療法学専攻１年退学

者 1 名（3.0％）・留年者 2

名（6.0％） 

・入学前スクール 

①アイスブレイク 

②講話 

③グループワーク 

④入学前課題 

 入学前準備教育 

（東進ハイスクール医療系

総合講座） 

・初年次教育プログラム 

①授業科目「医療職教養演

習」（自己探求：ラーニング

バリュ―） 

②授業科目「スタートアップ

セミナー」 

・委員会組織の簡素化、業
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推進・戦略委員会の強化、

教学マネジメントの推進） 

・課外活動の推進 

 

 

・シラバスの充実 

 

 

 

・修学支援制度 

務効率化の推進 

 

・学生自治会、部活（2）、サ

ークル（1）、ボランティア活

動（5）支援 

・作成マニュアル改訂 

・教員向け説明会開催 

・チェック機能の充実（管理

職・教育運営委員会 他） 

・令和７年度からの多子世

帯への支援拡充に伴う学

生、保護者への周知、手続

き準備 

4-3 入学者確

保 

・入学志願者の維持、拡大

を目指す 

理学療法学専攻 120 名

以上作業療法学専攻 60

名以上                    

・昨年度の広報活動の振

り返りと広報戦略の策定 

・オープンキャンパスの

充実 

①PT・OTの仕事や教育

理念をはじめ、特色、教育

課程等についてわかりや

すく説明する。 

②学生自治会、特待生等

学生を巻き込んだ広報展

開 他 

 

 

 

 

 

・実績（入学・受験・来学・

資料請求他）に基づく効

率の良い高校訪問の実施 

 

 

 

・ホームページの充実、効

果的なSNSの活用（教員

の学会発表、投稿論文の

プレスリリースの掲載、卒

業生の活躍する姿の写真

やコメントを掲載等） 

・高等学校との関係性の強

化に務めた 

・毎回のオープンキャンパ

スの振り返りと参加者アン

ケート調査を基に、改善を

加え、充実を図った 

 

 

・オープンキャンパスへの

卒業生の協力を依頼 

・全オープンキャンパスに

学生参画 

・11回開催（来場者521人

※参考R5：425人） 

・オープンキャンパス来場

者の出願率34.4％ 

・訪問した高等学校３３5

校・延べ720回 

※参考Ｒ５：272 校・延べ

428回 

進学ガイダンス 75会場へ

参加・656名に説明 

・ホームページ、SNS更新 
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・広報関連職員の増員 

・入学試験の充実 

 

 

 

 

・特別奨学生制度 

                 

・職員1名増員 

・12回中11回実施 

（社会人選抜は出願者なし

のため未実施） 

・大学入学共通テストへの

対応 

・令和 6年度特別奨学生3

名（入学金・1 年間の授業料

免除） 

（参考）令和7年度7名 

4-4 特色ある

教育の実践 

・大学間連携 
・愛知医科大学との大学

間連携による教育の充実 

・早期体験学習（1年生） 

・臨床実習（PT：メディカル

センター2・OT：医科大 1・

メディカルセンター1） 

・就職（医科大 1・メディカ

ルセンター1） 

・短大、こども園、デイケ

アセンターとの交流 

・教育、研究への協力体制

の継続・こども園、デイケ

アセンター、地域等との

交流や各種事業の継続 

・発達段階や発達障害の

理解をより深め、発達領

域作業療法、地域作業療

法学等の授業内容深化 

・継続中 

＜理学療法学専攻＞ 

①運動遊び 

②体力測定 他 

＜作業療法学専攻＞ 

①制作遊び 

②さつまいもの苗植え、芋

ほり 他 
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4-5 研究力の

強化   
・研究支援の強化 

・研究時間を確保するた

めの業務改革の推進 

・各種規程の制定（教職員

の職務に専念する義務免

除に関する規程 他） 

・継続中 

 

・教職員の職務に専念する

義務免除に関する規程、教

職員兼業規程、教員の学外

研究・研修に関する規程の

制定 

・科研費採択状況 

 
代表 分担 

PT OT PT OT 

研

究

者

数 

2 2 3 0 

採

択

数 

4 2 4 0 

 

・科研費申請状況 

 大学 短大 

応募者

数 
5 7 

採択数 1 0 

 

・その他競争的資金 

 大学 短大 

応募者

数 
2 2 

採択数 0 0 
 

4-6 システム

改修 

・大学化に伴う教務シス

テムの改修 
infoClipperの対応 

・対応済 

・ｗｅｂポータルアンケート

の導入 

4-7その他 
・大学設置に伴う各種手

続き 

・文部科学省、日本学生支

援機構等関係機関への登

録・申請 

・大学設置計画履行状況

等調査、教員審査 

文部科学省、日本学生支援

機構等関係機関への登録・

申請 

・大学設置計画履行状況等

調査、教員審査 

＜指摘事項（改善）＞ 

定年規程に定める退職年齢

を超える専任教員数の割合
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が高いことから、定年規程

の趣旨を踏まえた適切な運

用に努めるとともに、教員

組織編制の将来構想を策定

し、着実に実行すること。

（リハビリテーション学部リ

ハビリテーション学科） 

5.地域貢献 

5-1 地域に必

要とされる大

学を目指す 

・官学連携事業の充実・深

化  

・清須市民げんき大学の

充実 

 

 

・清須市民げんき大学同

窓会の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大治町介護予防事業「は

じめての元気アップ教

室」の業務委託 

その他の官学連携事業、

地域貢献事業 

・第8期生入学者25名・卒

業者25名 

・短大 PT・OT2 年生は授

業の一環として参画 

・卒業生 164 名・同窓会員

127名（7期生まで） 

①11/14開催 

②総会 

③同窓生の活動紹介 

④ボッチャ大会 

・卒業生の社会参加促進 

①サークルサポート 

②短大OT授業ボランティ

ア 

③げんき大学サポーター 

・参加者12名 

・短大PT２年生が授業の一

環として参画 

（講師依頼・委員等抜粋） 

・名古屋市「いきいき元気

プログラム事業者研修会」

講師 

・名古屋市「なごや介護予

防・認知症予防プログラム

推進検討会」委員 

・清須市社会福祉計画策定

委員会委員 

・各市町介護認定審査会委

員 他 

5-2 出前講義

による普及活

動 

・高等学校での出前講義  

年15回以上 

・理学療法士・作業療法士

の職業の理解 

・高等学校内出前講義 13

回（令和5年度実績12回） 

5-3 市民公開 ・講演内容に応じた集客 ・これまでのアンケート調 ・8/18：正しく知って元気
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講座への集客 数 

確保 

査の結果を踏まえた講座

内容の検討 

に暮らしましょう-栄養と認

知機能に関する講座-（参加

者39名、講師：外倉由之） 

・3/16：転ばぬ先のからだ

づくり-たった一度の転倒

で寝たきりになることも！

-（参加者43名：講師：山田

和政） 

6.情報発信 

6-1教育情報 

・学内情報の発

信 

・ HPやSNSを活用した

発信 

 

・本学の特色を明確化し、

全教職員の共通認識のも

と、高校生、保護者、高校

教員、地域、臨床実習施

設、卒業生、短大学生に活

用可能な媒体を用い発信 

・教員の専門性をホーム

ページやオープンキャン

パスで紹介する 

・本学卒業生の活躍をHP

や SNS、オープンキャン

パス等で周知し、現在の

PT・OT の需要や働き

方、社会のニーズについ

て正しい情報を発信する 

・本学同窓会と連携し、情

報発信していく 

・大学ホームページの開設 

・ホームページのニュース

に「教育・研究」のカテゴリ

ーを設け、教員の論文掲載

や学会発表に関する内容を

発信 

・オープンキャンパスで教

員の著書、研究論文等の紹

介コーナーを設置 

・大学案内、ホームページで

卒業生紹介ページを掲載

し、動画をYouTubeで公

開 

 

 

・同窓会研修会等の案内を

ホームページで発信 

6-2 地域貢献

活動の発信 

・介護予防・健康増進等活

動内容の発信 

・YouTube等SNSを活

用した発信 

・「つながるフェスタ in清

須」「きよすボッチャ練習

会」などの様子を

Instagramで発信 

7.施設設備

の整備計画 

 

7-1教育・研究

環境整備 

・キャンパス整備計画策

定 

・教育研究環境の整備計

画を策定し、計画的な改

修・買い替え等に対応し

ていく 

・照明器具の LED化を計

画的に推進していく 

・施設設備の不具合：44

件、物品の不具合２４件対

応 

 

・今後の課題 

 

・エコキャンパスを通した

SDGsへの取り組み 

・積極的に環境問題に取

り組み、環境負荷の低減

に努める 

・ごみやエネルギー消費

量削減 

・省エネ・節電対策の提案、

啓蒙活動 
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・廃棄物排出量削減（特に

プラスチック・ビニールご

みの削減） 

・節電（照明、空調管理、ク

ールビズの活用など）に

よるCO2排出量の削減 

・トイレ、水栓の節水型器

具（自動水栓、自動洗浄

等）の順次導入 

・会議資料、事務関係申請

書類等の電子化を進め、

紙の使用量低減を図る 

 

 

8.愛知医療

学院短期大

学の教育・学

生支援 

8-1 教育 ・より一層の教育の充実 

・より一層の教育の充実

により、在学生を理学療

法士・作業療法士として

社会に送り出していく。 

・学業不振・退学を防ぐ教

育支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国家試験対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学業不振に陥りつつある

学生の早期発見と対策 

①面談の実施（学生・保護

者） 

②出席不足学生へのアラー

トメール送信 

③公認心理師と面談 

④科目担当者からの成績低

迷学生への補習・課題提示 

※理学療法学専攻2年退学

者1名（2.8％） 

 理学療法学専攻3年退学

者3名（6.5％） 

※作業療法学専攻 2・3 年

退学者なし 

・国家試験対策の強化 

①教員との個別学習 

②年末年始対策講座

（12/28～30、1/2～3） 

③土日祝日特別対策講座 

（ 12/2 、 7 、 14 、 21 、

1/11、18、25、2/1 

④学年を跨いだ対策授業

（PT） 

⑤グループワーク学習 
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・演習・実習科目へのアク

ティブラーニングの採用 

⑥定期的な模擬試験実施と

振り返り 他 

・積極的に採用し、学生が主

体的に学ぶ場を提供した 

8-2 学生 ・学生支援の充実 

・特待生制度 

 

・学生相談、公認心理師を

教職員との連携を強化し

相談体制を充実させる 

 

・修学支援制度 

・・令和6年度特待生4名 

※1年間の授業料免除 

・公認心理師２名配置 

・学生相談件数80回 

・職員相談件数29回 

・「学生相談室だより」発行 

・令和７年度からの多子世

帯への支援拡充にともなう

学生、保護者への周知、手

続き準備 

9.ＩＲを活用

した効果的

な戦略 

9-1 データ収

集と分析 

・各種データの収集と報

告 

・他部署・委員会等と連携

した分析 

・各委員会と連携し、分析を

実施 

＜教育運営委員会＞ 

①2021～2023年度の 

「解剖学Ⅰ～Ⅲ」本試験・再 

試験の成績分布 

②2024年度1年次成績 

分布 

③2020年度～2023年

度の在籍者GPA分布 

＜IR推進・戦略委員会＞ 

・2019～2023年度退学

者と成績の相関 

・2019～2023年度入試

種別退学率の相関 

・2024年度入学者最寄り

駅データ 

10.附属図書

館 
10-1 ・図書館の充実 

・資料の充実 ・資料受入数（冊） 

＜購入数＞ 

和書（紙） 240 

和書（電子） 35 

洋書 1 

計 276 

＜寄贈数＞ 

※後援会・科研費 

和書 223 

洋書 4 

計 227 
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・総入館者数：13,484人 

（学内：13,449 人・学外：

35人） 

・総貸出冊数・925冊 

・文献複写：143件 

・その他の活動（抜粋） 

①スタートアップセミナー

で、図書館利用について説

明 

②授業科目「作業療法研究

法」：図書館利用、論文検索

法について説明 

③選書ツアーの企画・実施 

④企画展示「国家試験応援

メッセージ」 

⑤特別展示「点字に触れて

みよう！」 

10.その他 

 

10-1 短期大

学基準協会認

証評価受審 

・報告書の提出 

・面接訪問調査への対応 

・必要資料（自己点検・評

価報告書、備付資料、提出

資料）の作成 

・面接調査への対応 

・学長を中心に ALO、ＡＬＯ

補佐が中心となって対応し

た 

面接調査：10/8～9 

・評価結果「適格」 

 期間別評価結果基準Ⅰ～

Ⅳ「合」 

・早急に改善を要すると判

断された項目について、速

やかに対応した 

10-2 情報管

理・ICT 
・ファイルサーバーの整理 

- ・進行中 

10-3 東海デ

ジタル人材育

成プラットホ

ーム及び数理・

データサイエ

ンス・AI 教育

強化拠点コン

ソーシアムへ

の加入 

- - 

・対応済 
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【愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこども園】 

目標 評価指標 行動計画 実施時期 

1.保育及び教育

の強化（発達時

期に応じた環境

整備と教育） 

1-1 発達に必要な体験が得ら

れる指導計画の作成 

・指導計画として月案、週案、日案の計画立

案 

・保健計画、安全計画、食育計画に基づく教

育・保育の実践 

常時 

1-2 乳児・幼児クラスのトイ

レ、遊具の増設検討 

・園児数に対するトイレが不足しており、収

支を見ながら増設計画を検討する 

・園庭遊具・室内遊具の増設を検討する 

未定 

 

寄附金により

2遊具を設置 

2.自然環境を生

かした主体的な

学びの実践 

2-1園庭に植物を増やす 

・畑の利用方法（食育計画）を年間予定に加

える 

・自然環境を通した遊びの実践・評価をする 

継続 

2-2 活動の一環として散歩の

実施 

・散歩計画後、散歩へ出かけ、報告実施 

・地域の方と交流、動植物に触れ合う 
4月～ 

3.乳幼児の非認

知能力を育てる

学びの実践 

3-1 自尊心や自己コントロー

ル・忍耐力等を身に付ける 

・子どもの心の動きに着目し集中して遊べ

る空間、環境の整備をする 

・取り組む姿や自己コントロールの芽生え

等を個人記録に明記し、実践と検証を繰り返

し、園児と保育教諭の共通の学びを深める 

継続 

4.リスクマネジ

メント（安全管

理） 

4-1避難訓練（火災・地震） 

・実施計画に基づく訓練実施、内容を評価し

共有する 

・保育時間外での訓練実施 

・第二、第三避難場所まで、徒歩で移動実施 

毎月 

 

随時 

随時 

4-2引き渡し訓練 

（保護者参加訓練） 

・交通機関が停止した場合を想定し訓練実

施 

・保護者に呼びかけ、実施 

9月 

4-3不審者侵入対策訓練 

（保育教諭向け） 

・実施の意義、対策、対応について職員間で

話し合い、実践検討する 
9月 

4-4ヒヤリハット・事故報告 
・園内で起こった事を職員間で共有し、再発

を防ぐ 
継続（随時） 

4-5感染症対策 ・感染症に関する対応を共有する 継続（随時） 

4-6 園庭の鉄棒、雲梯の下に

安全マット 
・落下防止のため、遊具の下にマットを敷く 対応済 

4-7交通安全教室 

・地域の警察から警察官を要請し、交通ルー

ルについて、話を聞き、横断歩道の歩き方を

学ぶ 

12月 

5.人権を守り育

む学び 

5-1 子どもの人権について考

える 

・子どもの成長の過程で、子どもの人権を守

る教育を実施 

・人権学習について、年長児に学ぶ機会を設

継続（随時） 
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ける 

6.発達課題の子

どもの早期発見

と保護者への支

援充実 

6-1 個性のある子どもについ

ての対応 

・保護者に現状の気になる点などを伝え、清

須市の保健師等と連携を図り指導計画を策

定する 

継続 

6-2補助金について 
・個性のある子について、補助金申請ができ

るよう市に相談し、補助獲得につなげる。 
継続 

7.組織改革・ 

人材育成 

7-1リーダー会議開催 ・職員会議前に開催する 月1回 

7-2職員会議開催 
・正規職員が集まり、行事やクラスでの問題

点など伝え意見等を話し合う 
月1回 

7-3人事施策 

・シフトを調整して、必要数で業務をまわせ

るようにする 

・養成学校からの実習生の積極的に受入れ、

人材確保に繋げる 

継続 

7-4情報発信 

・ホームページを更新し、情報を最新にする 

・保育 ICTシステム「キッズリー」による保護

者への情報発信 

随時 

7-5キッズリー活用 

・保護者への連絡帳として活用（当日の健康

状態、給食の画像、各クラスの活動画像発信

等）情報提供 

随時 

8.園・保育教諭

の質向上 

8-1園だより（保健だより）、

クラスだより 

・園やクラスでの行事や情報など発信し、保

護者へ提供 
月1回 

8-2食育だより、献立表 

・季節に応じた食材や行事食、世界の料理な

ど献立を立て、食育について食の楽しさを味

わいながら学ぶ 

月1回 

8-3園内研修・園外研修 

・職員会議を利用して、悩んでいること、困

っていることを題材に検討する 
月1回 

・清須市や私立保育園連盟等の研修に参加

し、職員間で共有する 
随時 

8-4キャリアアップ研修 
・保育教諭の質向上を目的として研究会に

参加 
随時 

8-5保育参観 
・各クラスの日頃の様子を保護者に見てい

ただき、保護者へ安心感・信頼関係を築く 
6月・11月 

8-6個人面談 

・園での子ども達の様子を伝え、保護者と一

緒に子育てをしていることを理解していた

だく 

6月・11月 

8-7自己評価 
・保育教諭として振り返り、自身を評価し結

果を公表する 
3月 

8-8関係者評価 
・こども園の関係者（保護者）による評価を

実施し、結果を公表する 
3月 

8-9第三者評価 ・外部の者による評価を受け、結果を公表す 未定 
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る 

8-10指導監査対応 
・愛知県の指導を受け、指示を受けた場合は

すぐに対応する 
実施（秋頃） 

9.園児健康管理 
9-1 小児健診・歯科健診・身

体測定・新入園児健康健診 

・園医、園歯科医による健診 年2回 

・身長、体重を計測 毎月 

・新入園児：園医による健診 年1回 

10.職員健康管

理 

10-1定期健診・ストレスチェ

ック 

・ゆうあいクリニックにて健診 

・ストレスと上手くつきあい、集団分析結果

を活用する 

年1回 

10-2細菌検査 ・園児の給食対応の為、実施 毎月 

11.薬剤師によ

る環境衛生管理 

11-1照度及びまぶしさ・炭酸

ガス・騒音レベル・ダニアレ

ルゲン・揮発性有機化合物化

合物（ホルムアルデヒト・ト

ルエン等）・各クラス空気清

浄機フィルター 

・学校環境衛生に則った園児・職員の環境整

備 

・業者によるエアコン清掃 

・業者によるフィルター掃除 

随時 

 

年1回 

年2回 

12.子育て支援

事業・交流事業

等 

12-1園庭・多目的室解放 

子育て相談 

・子育て中の保護者を中心に、園庭開放・保

育室開放による触れ合い遊び・子育て相談を

充実させるよう実施。地域の子育てが豊かに

なる環境をつくる 

月2回 

12-2 愛知医療学院短期大学

との交流 

  

 

・短大の学生による交流実施 

（子どもの成長や触れ合いを学ぶ、異年齢の

人と関わり、交流する楽しさを味わう） 

2OT：製作遊び・サツマイモ 

2PT：運動遊び・体力測定 

継続 

12-3 愛知医療学院大学教員

との交流 
・大学教員による研修会開催 随時 

12-4地域の小学校との連携 

・保小連絡会議に参加 

・運動会に参加 

・授業参観に参加 

継続 

12-5地域の廃品回収協力 
・地域の子供会より依頼 

・回収前には、メールにて呼びかけ 
年４回 

12-6近隣の保育園、幼稚園、

子ども園との連携 

・定期的に園長会を清須市で開催（意見交

換） 

・清須市立保育園との交流 

随時 

 

未定 

12-7地域の運動会 ・清須音頭を踊る（年長児）※清洲中学校 10月 

 



令和６年度決算の概要について 

 

資金収支計算書は、当該会計年度の学校法人全体の諸活動の収入及び支出の内

容と、支払資金（現金及びいつでも引き出すことができる預貯金）の収入及び支出の

てん末を明らかにしています。 

愛知医療学院大学開設初年度である令和６年度は、学生生徒等納付金収入

337,936 千円、国や地方公共団体からの補助金収入 213,423 千円、大学設置経

費の財源として組み入れた教育拡充引当特定資産の取崩収入 314,356 千円等に

より、前年度繰越支払資金を除いた当年度資金収入合計は 1,038,608 千円になり

ました。支出については、人件費支出 392,999 千円、教育研究経費支出 121,702

千円、管理経費支出 51,074 千円、校舎・園舎建設のための借入金等返済支出

24,510 千円、こども園園地や大学の教育研究用機器備品取得等の施設・設備関係

支出 141,939千円等により、翌年度繰越支払資金を除いた当年度資金支出合計は

801,271千円になりました。 

事業活動収支計算書は、当該会計年度の学校法人全体の諸活動の事業活動収入

及び事業活動支出の内容及び均衡状況を明らかにし、学校法人の経営状況を示した

ものです。 

令和６年度は、教育活動収支差額が 81,089 千円の支出超過、教育活動外収支差

額が８千円の収入超過となり、教育活動収支・教育活動外収支を合わせた経常収支

差額は 81,081 千円の支出超過となりました。また、特別収支差額は 5,647 千円の

収入超過となり、その結果、基本金組入前当年度収支差額は 75,434 千円の支出超

過になりました。さらに基本金組入により、翌年度繰越収支差額は 169,822 千円の

支出超過となりました。 

貸借対照表は財政状態の健全性、私立学校の経営に必要な資産の保有状況につい

ての情報を提供するものです。 

令和６年度末の資産の部合計は、2,934,904 千円で、前年度より 115,821 千円

減少しました。負債の部合計は 332,369 千円で、前年度より 40,387 千円減少しま

した。資産から負債を差し引いた正味財産である純資産の部合計は、2,602,535 千

円で、前年度より 75,434 千円減少しました。基本金は 139,653 千円増加し、繰越

収支差額は昨年度より 215,087千円減少しました。 

 

・ 

















【収入の部】 （単位  千円）

　　　科　　目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

学生生徒等納付金収入 417,394 409,008 350,991 329,446 337,936

手数料収入 8,520 6,837 5,986 7,903 7,633

寄付金収入 1,190 1,632 410,750 1,454 2,212

補助金収入 370,833 170,886 191,841 196,634 213,423

資産売却収入 79 170 0 0 320

付随事業・収益事業収入 2,677 6,985 4,272 5,753 5,010

受取利息・配当金収入 204 201 137 337 840

雑収入 11,368 7,209 2,726 11,264 4,435

借入金等収入 0 0 0 0 0

前受金収入 22,562 18,019 15,705 21,678 22,665

その他の収入 142,824 164,554 134,419 228,386 471,635

資金収入調整勘定 △ 205,453 △ 39,607 △ 20,528 △ 31,414 △ 27,501

前年度繰越支払資金 416,612 326,265 337,176 304,545 288,616

収入の部合計 1,188,811 1,072,159 1,433,475 1,075,986 1,327,225

【支出の部】 （単位  千円）

　　　科　　目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

人件費支出 315,209 324,355 320,147 338,741 392,999

教育研究経費支出 141,197 119,481 114,724 115,817 121,702

管理経費支出 43,438 52,241 43,319 48,219 51,074

借入金等利息支出 1,382 1,260 1,010 771 832

借入金等返済支出 23,424 34,276 55,797 24,510 24,510

施設関係支出 1,309 2,847 2,154 7,716 119,382

設備関係支出 20,928 20,843 4,124 47,840 22,557

資産運用支出 26,015 28,784 433,901 6,450 7,700

その他の支出 314,316 174,829 170,129 248,785 175,447

資金支出調整勘定 △ 24,672 △ 23,933 △ 16,373 △ 51,479 △ 114,933

翌年度繰越支払資金 326,265 337,176 304,545 288,616 525,954

支出の部合計 1,188,811 1,072,159 1,433,475 1,075,986 1,327,225

資金収支計算書推移



【事業活動収支】 （単位  千円）

　　　科　　目 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

学生生徒等納付金 417,394 409,008 350,991 329,446 337,936

手数料 8,520 6,837 5,986 7,903 7,633

寄付金 4,045 3,847 3,084 3,325 3,820

経常費等補助金 158,707 168,888 191,841 196,634 213,423

　国庫補助金 60,910 68,616 61,633 51,748 57,302

　地方公共団体補助金 975 1,545 2,457 4,069 4,103

付随事業収入 2,677 6,985 4,272 5,753 5,010

雑収入 9,718 7,122 2,727 11,264 4,435

教育活動収入計 601,061 602,687 558,901 554,325 572,257

科　　　　　目 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算

人件費 314,734 326,001 328,834 339,680 398,907

教育研究経費 223,705 195,378 191,648 192,615 201,410

管理経費 44,709 54,189 46,505 49,850 53,030

徴収不能額等 0 0 0 0 0

教育活動支出計 583,148 575,568 566,987 582,145 653,347

17,913 27,119 ▲ 8,086 ▲ 27,820 ▲ 81,089

科　　　　　目 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算

受取利息・配当金 204 201 137 337 840

その他の教育

活動外収入
0 0 0 0 0

教育活動外収入計 204 201 137 337 840

科　　　　　目 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算

借入金等利息 1,382 1,260 1,010 771 832

その他の教育

活動外支出 0 0 0 0 0

教育活動外支出計 1,382 1,260 1,010 771 832

▲ 1,178 ▲ 1,059 ▲ 873 ▲ 434 8

16,734 26,060 ▲ 8,959 ▲ 28,254 ▲ 81,081

科　　　　　目 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算

資産売却差額 1 31 0 0 309

その他の特別収入 214,737 2,908 413,627 513 5,694

特別収入計 214,738 2,939 413,627 513 6,003

科　　　　　目 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算 決　　　　算

資産処分差額 825 797 52 99 356

その他の特別支出 169 12 0 0 0

特別支出計 994 809 52 99 356

213,744 2,130 413,575 414 5,647

230,478 28,189 404,617 ▲ 27,840 ▲ 75,434

▲ 177,791 ▲ 59,939 ▲ 67,317 ▲ 45,389 ▲ 139,653

52,687 ▲ 31,750 337,300 ▲ 73,229 ▲ 215,087

▲ 239,744 #REF! ▲ 218,806 118,494 45,265

0 0 0 0 0

▲ 187,056 #REF! 118,494 45,265 ▲ 169,822

816,003 605,827 972,665 555,175 579,101

585,524 577,637 568,049 583,015 654,535

特

別

収

支

事

業

活

動

収

入

の

部

事

業

活

動

支

出

の

部

特別収支差額

　事業活動支出計

　基本金組入前当年度収支差額

　基本金組入額合計

　当年度収支差額

　前年度繰越収支差額

　基本金取崩額

　翌年度繰越収支差額

（参考）

　事業活動収入計

　　　　　　　　　教育活動外収支差額

経常収支差額

事業活動収支計算書推移

事

業

活

動

支

出

の

部

　　　　　　　　　教育活動収支差額

教

育

活

動

収

支

事

業

活

動

収

入

の

部

教

育

活

動

外

収

支

事

業

活

動

収

入

の

部

事

業

活

動

支

出

の

部



（単位　千円）

資産の部

科　　　　　目 令和3年3月31日 令和4年3月31日 令和5年3月31日 令和6年3月31日 令和7年3月31日

固定資産 2,382,914 2,358,205 2,747,626 2,645,332 2,396,311

　有形固定資産 1,957,287 1,904,366 1,836,578 1,815,731 1,883,111

　特定資産 42,946 42,946 452,946 412,566 98,210

　その他の固定資産 382,681 410,892 458,102 417,035 414,990

流動資産 343,366 360,341 314,350 405,393 538,592

資産の部合計 2,726,280 2,718,546 3,061,976 3,050,725 2,934,904

負債の部

固定負債 371,257 336,511 297,096 277,610 257,626

流動負債 82,020 80,843 59,071 95,145 74,743

負債の部合計 453,277 417,354 356,167 372,755 332,369

純資産の部

基本金 2,460,060 2,519,998 2,587,315 2,632,704 2,772,357

　　　第１号基本金 2,429,060 2,477,998 2,545,315 2,590,704 2,730,357

　　　第２号基本金 0 0 0 0 0

　　　第３号基本金 0 0 0 0 0

　　　第４号基本金 31,000 42,000 42,000 42,000 42,000

繰越収支差額 △ 187,056 △ 218,806 118,494 45,265 △ 169,822

純資産の部合計 2,273,004 2,301,192 2,705,809 2,677,969 2,602,535

負債及び純資産の
部合計

2,726,280 2,718,546 3,061,976 3,050,725 2,934,904

貸借対照表推移



(単位　千円)

総 負 債

総 資 産

純 資 産

負 債 ＋ 純 資 産

流 動 資 産

総 資 産

流 動 資 産

流 動 負 債

固 定 資 産

純 資 産 ＋ 固 定 負 債

前 受 金

現 金 預 金

現 金 預 金

前 受 金

繰 越 収 支 差 額

負 債 ＋ 純 資 産

教 育 活 動 支 出

学 生 生 徒 等 納 付 金

人 件 費

学 生 生 徒 等 納 付 金

借 入 金 等 利 息

経 常 収 入

教 育 研 究 経 費

経 常 収 入

経 常 収 支 差 額

経 常 収 入

学 生 生 徒 等 納 付 金

経 常 収 入

補 助 金

事 業 活 動 収 入

基 本 金 組 入 額

事 業 活 動 収 入

人 件 費

経 常 収 入
52.3%

0.2%

37.2%

2.8%

69.4%

19.4%

-21.8%

Ｒ２年度

19.9%

83.4%

12.6%

418.6%

90.1%

6.9%

1446.1%

-6.9%

人 件 費 比 率 54.1% 58.8% 61.2% 69.6%

補 助 金 比 率 27.9% 19.7% 35.4% 36.9%

基本金組入率 -9.9% -6.9% -8.2% -24.1%

経常収支差額
比 率

4.3% -1.6% -5.1% -14.1%

学生生徒等納
付 金 比 率

67.8% 62.8% 59.4% 59.0%

借入金等利息
比 率

0.2% 0.2% 0.1% 0.1%

教育研究経費
比 率

32.4% 34.3% 34.7% 35.1%

193.3%

人件費依存率 79.7% 93.7% 103.1% 118.0%

139.7%

75.4%

繰越収支差額
構 成 比 率

-8.0% 3.9% 1.5% -5.8%

経
　
　
営
　
　
状
　
　
況

教育活動支出
依 存 率

140.7% 161.5% 176.7%

前受金構成比
率

5.3% 5.2% 7.5% 4.3%

前受金保有率 1871.2% 1939.2% 1331.4% 2320.6%

流 動 比 率 445.7% 532.2% 426.1% 720.6%

固定長期適合
率

89.4% 91.5% 89.5% 83.8%

87.8% 88.7%

流動資産構成
比 率

13.3% 10.3% 13.3% 18.4%

Ｒ６年度

財
　
　
務
　
　
状
　
　
況

負 債 比 率 18.1% 13.2% 13.9% 11.3%

純資産構成比
率

84.6% 88.4%

区分 比　　　　率 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度




